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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 病理学者間の観察者内および観察者間のばらつきが原因で、前立腺がんのグレードグループの再

現性は低くなる。この研究では、組織画像解析から求めた特徴量に基づき前立腺癌のグレードグル

ープの自動推定法を開発することを目的とした。 

本研究は九州大学病院の倫理委員会の承認の下で行われ、根治的前立腺摘除術を受けた 59 人の

患者を選択した。本研究では 2014 年に国際泌尿器病理学会が定めたグレードグループの基準に従

った。デジタルホールスライドスキャナー（ピクセルサイズ 0.4μm、倍率 20 倍）を用いて、HE

（ヘマトキシリンおよびエオシン）染色された前立腺癌患者の組織を含む 108 の標本スライドをデ

ジタル化し、110 の癌の関心領域（ROI）を抽出した。ROI 内の各カラーピクセル値は、RGB（red, 

green, blue）および HSV（hue, saturation, value）色の 6 種類の強度に分解した。6 種類に分解

した組織画像のヒストグラムとテクスチャー解析に基づく組織画像分析を用いて、選択した ROI か

ら 54 の画像特徴量を計算した。次に、高グレードグループ（≥3、グリーソンスコア≥4+3）と低グ

レードグループ（≤2、グリーソンスコア≤3+4）の平均画像特徴量間の統計的有意差（p<0.05）に基

づいて 324 の組織画像特徴量から統計的有意な 40 の画像特徴量を選択した。グレードグループと

最も有意な画像特徴量（すなわち Complexity）との関係を、回帰直線で近似し、連続値のグレーデ

ィングとして定義される実数のグレードグループを推定した。最後に、グレードグループは、区分

的ステップ関数を用いて従来のグレードグループ（すなわち、1 から 5 の整数）へ変換した。結果

として、トレーニング（70 ROI）および検証（40 ROI）データにおいてエラーなく、提案したアプ

ローチによってグレードグループが正しく推定された。提案されたアプローチがグレードグループ

評価中の病理学者に役立ち、その結果病理学者間の観察者内および観察者間の変動性が減少する可

能性があることを、本研究は示唆している。 

 論文審査において、主査、副査等から種々の質問を行ったところ、おおむね適切な回答が得られ

た。論文調査委員の合議の結果、本論文は博士（保健学）の学位に値するものと認める。  
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